
［
聴
覚
］　
4
月
15
日（
木
）

受
付
　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
広
島
県
北
部
保
健
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

4
月
20
日（
火
）・
5
月
４
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
5
月
6
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
5
月
13
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
総
領
地
域

と
き
　
5
月
10
日（
月
）

9
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
０
８
２
４-

６
２-

２
５
７
２

　
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

4
月
15
日（
木
）・
5
月
20
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童

課
子
育
て
支
援
係
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
２
４-

７
３-
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　
4
月
23
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

保
健
福
祉
室
へ
予
約
を
。

鈎
０
８
４
７
７-

２-

５
１
３
１

［
庄
原
地
域
］

●
知
的
　
５
月
10
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
4
月
1
日
は
表
示
登
記
の
日

で
す
。こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、不
動

産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
の
専

門
家「
土
地
家
屋
調
査
士
」に
よ

る
無
料
登
記
相
談
を
行
い
ま
す
。

土
地
や
建
物
は
、
法
務
局
に
あ

る
登
記
簿
に
記
録（
登
記
）す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
が
保

全
さ
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、土
地

の
位
置
や
範
囲
が
不
明
に
な
っ

て
い
る
も
の
や
、
境
界
紛
争
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
き
　
4
月
24
日（
土
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

ジ
ョ
イ
フ
ル
2
階
特
設
会
場

相
談
内
容

○
土
地
・
建
物
の
登
記
に
関
す

る
事
柄（
建
物
の
登
記
・
土
地
の

分
筆
・
地
目
変
更
な
ど
）

○
土
地
の
所
在
な
ど
に
関
す
る

事
項（
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
の

登
記
は
あ
る
け
ど
、実
際
に
ど
こ

に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
な
ど
）

○
土
地
の
境
界
な
ど
に
関
す
る

事
項
（
隣
と
の
境
界
が
は
っ
き

り
し
な
い
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
　
長
岡
事
務
所

鈎
０
８
２
４-

７
２-

６
９
８
０

相
談
内
容
　

民
事（
不
動
産
、登
記
、金
銭
、交

通
事
故
、損
害
賠
償
な
ど
）

家
事（
相
続
・
遺
産
分
割
、夫
婦
・

親
子
関
係
、遺
言
な
ど
）

と
き
　
5
月
11
日（
火
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
三
次
市
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部

鈎
０
８
２
４-

６
３-

５
１
４
１

　
広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次

市
十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。
事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き

4
月
20
日（
火
）・
5
月
18
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

●
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
5
月
12
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
０
８
２
４-

６
３-

５
１
８
１

　
　
　

　
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ

る
方
々
の
た
め
の「
相
談
窓
口
」

が
中
国
財
務
局
に
あ
り
ま
す
。

　
多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解
決

す
る
問
題
で
す
。
悩
ま
ず
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
必
要
に
応
じ
て
、弁
護
士
・
司

法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
に

引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法

ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談

費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

平
日

９
時
～
12
時
・
13
時
～
17
時

連
絡
先

中
国
財
務
局
財
務
広
報
相
談
室

鈎
０
８
２-

２
２
１-

９
２
０
６

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

な
ど
に
よ
る
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
、

多
重
債
務
な
ど
、
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
を
消
費
生
活
相
談

員
が
お
受
け
し
、
解
決
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　

毎
週
月
～
金
曜
日

９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
８

●
桜
町
通
り
ぼ
ん
ぼ
り

　
東
城
川
沿
い
の
桜
並
木
の
ぼ

ん
ぼ
り
に
灯
を
灯
し
ま
す
。
川

面
に
映
る
明
か
り
が
幻
想
的
な

雰
囲
気
で
夜
を
彩
り
ま
す
。

期
間

3
月
21
日（
日
）～
4
月
23
日（
金
）

●
旧
暦
ひ
な
人
形
飾
り

　
東
城
市
街
地
の
商
店
や
民
家

に
、各
家
に
伝
わ
る
ひ
な
人
形
と

春
の
香
り
を
添
え
る
生
け
花
が

展
示
さ
れ
ま
す
。七
胡
神
社
や
縁

結
び
の
松
を
巡
っ
て
歩
く
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
で
東
城
の
町

歩
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間

4
月
10
日（
土
）～
18
日（
日
）

●
春
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
T
i
p
p
e
r
s
（
テ
ィ
ッ

パ
ー
ズ
）！
に
よ
る
ピ
ア
ノ
＆
歌
、

歌
＆
ダ
ン
ス
の
楽
し
い
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

と
き
　
4
月
11
日（
日
）

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設

「
え
び
す
」（
東
城
町
東
城
）

●
徳
了
寺
本
堂

　
夜
灯
り
ア
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
本
堂
で
奏
で
る
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き
　
4
月
14
日（
水
）

19
時
～
20
時

と
こ
ろ

徳
了
寺
本
堂（
東
城
町
東
城
）

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
４
７
７-

２-

５
０
０
３

　
国
定
公
園
帝
釈
峡
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
幕
開
け
に
あ
た
り
行
わ

れ
る
「
安
全
祈
願
祭
」
。
龍
の
飾

ら
れ
た
遊
覧
船
が
湖
上
を
走
り

ま
す
。

と
き
　
4
月
29
日（
木
）

と
こ
ろ
　
帝
釈
峡
神
龍
湖

問
い
合
わ
せ

帝
釈
峡
観
光
協
会

鈎
０
８
４
７
７-

２-

０
５
２
５

　
市
民
会
館
で
、人
気
番
組「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
公
開
生
放
送

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
の
ど
自
慢
は
、
ど
な
た
に
も

幅
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

番
組
で
す
。

　
出
場
・
観
覧
募
集
な
ど
詳
し

く
は
、
広
報
し
ょ
う
ば
ら
５
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
４
日（
日
）

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ
　
庄
原
市
民
会
館

鈎
０
８
２
４-

７
２-

４
２
４
２

　「
お
く
ま
の
さ
ん
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
熊
野
神
社
の
春

季
大
祭
に
合
わ
せ
、
神
社
周
辺

の
駐
車
場
や「
イ
ザ
ナ
ミ
茶
屋
」

で
、
地
元
自
治
振
興
区
に
よ
る

出
店
や
、比
婆
荒
神
神
楽
、西
城

川
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
4
月
29
日（
木
）11
時
～

と
こ
ろ

熊
野
神
社
周
辺（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

鈎
０
８
２
４-

８
２-

２
７
２
７

　
あ
な
た
の
調
査
票
に
は
、
日

本
の
大
切
な
未
来
が
つ
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
10
月
１
日
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
に
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

●
子
ど
も
自
然
体
験
塾

　
自
然
遊
び
・
伝
統
遊
び
、自
然

学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
生

き
る
力
を
育
て
ま
す
。

と
き
　
毎
週
土
曜
日

９
時
～
15
時

対
象
　
小
学
校
3
年
生
～
６
年
生

参
加
費
　
５
０
０
円

定
員
　
30
人

●
七
塚
原
自
然
体
験
活
動

　
七
塚
原
近
郊
の
川
・
野
山
を

五
感
を
使
っ
て
探
索
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

１
泊
２
日

対
象
　
小
学
校
3
年
生
～
６
年
生

参
加
費
　
４
千
円

定
員
　
50
人

応
募
締
切
　
４
月
20
日（
火
）

●
山
野
草
料
理
教
室

　
七
塚
原
の
山
野
草
を
採
取
し

て
、野
外
料
理
し
ま
す
。大
人
が

対
象
で
す
。

と
き
　
4
月
29
日（
木
）

参
加
費
　
2
千
円

定
員
　
30
人

応
募
締
切
　
４
月
26
日（
月
）

問
い
合
わ
せ

高
原
の
家
七
塚

鈎
０
８
２
４-

７
５-

２
０
３
３

FAX
０
８
２
４-

７
４-

０
８
２
７

お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

定
期
巡
回
児
童
相
談

生
活
相
談

広報 2829 広報 2010. 42010. 4

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

無
料
登
記
相
談

健
康
相
談

無
料
法
律
相
談
室

多
重
債
務
相
談

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

募
　
　
　
集

帝
釈
峡
湖
水
開
き

お
く
ま
の
さ
ん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
庄
原
市
へ

東
城
ま
ち
な
み
春
ま
つ
り

催
　
　
　
し

高
原
の
家
七
塚
イ
ベ
ン
ト



お 知 ら せお 知 ら せ
I n f o r m a t i o n

世
界
一
で
か
い
夢
提
灯
描
き
手
募
集

短
歌
に
興
味
の
あ
る
児
童
募
集

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

広報 3031 広報 2010. 42010. 4

　市は、利用者サービスの向上と管理運営コストの縮減を目指して、指定管理者制度を活用しており、４月
からは、11施設が新たな指定管理者による管理運営となりました。
　指定管理者の選定方法には、公募による場合と公募によらず地域の団体や市が出資する法人などを指名
する場合があり、施設の規模や性格、機能に応じて適切な方法を判断しています。なお、どちらの場合も審査
会や議会の議決を経て、正式決定しています。

新たな指定管理者による施設（自治振興センターを除く）

※公民館の自治振興センター化に伴う管理者の変更は23ページに掲載しています。

問い合わせ　管財課管財係　鈎0824-73-1124

道後山高原合宿センター ㈲道後山高原サービス 0824-84-2052

公共施設の管理者が変更　－指定管理者制度－

変更点など施設の名称 指定管理者 申込等問い合わせ先

越
原
の
春
を
食
べ
る

お
っ
ぱ
ら

一般廃棄物最終処分場

資源化施設

高野宿泊研修施設
(ふるさと村高暮)

東城まちなか交流施設
(えびす)

庄原市総合サービス㈱

高暮自治振興区

㈱えびす

（利用に関する問い合わせ先）
庄原市リサイクルプラザ
（環境衛生課）0824－72－1398

0824-86-3309

08477-3-0788

☆指定管理者が変わりました。

☆長期間休所していましたが
　利用を再開しました。

☆東城市街地に新たにできた
　施設です。

☆旧三坂小学校を改築し新たに
　できた施設です。

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

庄
原
児
童
合
唱
団
団
員
募
集

　
政
府
は
、
昭
和
28
年
か
ら
戦

没
者
の
遺
骨
収
集
に
努
力
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
す
べ
て

の
遺
骨
を
完
全
に
収
集
す
る
こ

と
は
事
実
上
不
可
能
な
こ
と
か

ら
、
ご
遺
族
の
ご
要
望
に
応
え

る
た
め
、
旧
主
要
戦
域
と
な
っ

た
陸
上
お
よ
び
、
遺
骨
収
集
の

望
め
な
い
海
上
な
ど
に
お
け
る

戦
没
者
へ
の
慰
霊
巡
拝
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　

次
の
基
準
に
よ
り
選
ば
れ
た
方

①
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
ご
遺
族
【
配
偶

者（
再
婚
さ
れ
た
方
を
除
き
ま
す
）・

父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
】

②
そ
の
他
、健
康
状
態
な
ど

対
象
地
域

【
旧
ソ
連
】イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
／

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
／
ア
ム
ー
ル

州
／
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

【
中
国
】東
北
地
区

【
南
方
】イ
ン
ド
ネ
シ
ア
／
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
／
ミ
ャ
ン
マ
ー

／
マ
リ
ア
ナ
諸
島
／
ト
ラ
ッ
ク

諸
島
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
／
ギ
ル
バ

ー
ド
諸
島
／
硫
黄
島

参
加
費
用

所
定
の
計
算
に
よ
る
旅
費
の
３

分
の
１
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

　
合
唱
団
で
は
童
謡
・
唱
歌
、ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
か
ら
合
唱
曲
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
楽
し

み
な
が
ら
、
表
現
す
る
力
や
感

動
す
る
心
を
育
て
ま
す
。

　
年
間
を
通
じ
て
、
市
の
行
事

や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出

演
し
て
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

ま
す
。

と
き
　
毎
週
土
曜
日

9
時
～
10
時
30
分

と
こ
ろ

市
民
会
館
集
会
室

対
象

幼
稚
園
・
保
育
所
年
長

　
　
　
　
　
　
～
小
学
６
年
生

会
費
　
毎
月
２
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

団
長
　
豊
田
菊
江

鈎
０
８
２
４-

７
２-

４
５
２
０

　
ホ
ウ
コ
ウ
な
ど
の
野
草
餅
つ

き
体
験
、
山
菜
の
保
存
方
法
や

調
理
体
験
が
で
き
ま
す
。
こ
の

時
期
し
か
味
わ
え
な
い
十
数
種

類
の
山
菜
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き
　
5
月
2
日（
日
）

10
時
～
14
時

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
越
原

定
員
　
30
人

参
加
費
　
2
千
円

申
込
締
切
　
4
月
27
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
地
域
振
興
室

鈎
０
８
２
４-

８
５-

３
０
０
０

【
中
国
山
地
の
自
然
探
訪
】

　
県
民
の
森
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
、比
婆
山
を
中
心
に
近
郊
の
山
々

を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
比
婆
山
の
春
と
玉
峰
山

　
芽
吹
き
前
の
春
の
比
婆
山
と

玉
峰
山
の
岩
群
団
と
滝
め
ぐ
り

と
き

4
月
9
日（
金
）～
10
日（
土
）

●
帝
釈
峡
の
観
察
と
船
通
山

　
帝
釈
の
す
ば
ら
し
い
草
花
観

察
と
か
わ
い
い
カ
タ
ク
リ
に
逢

い
に
行
き
ま
し
ょ
う

と
き

4
月
30
日（
金
）～
5
月
1
日（
土
）

各
プ
ラ
ン
の
参
加
費

1
泊
3
食

1
人
　
1
万
５
０
０
円

日
帰
り

1
人
　
2
千
円

定
員
　
25
人

【
親
子
探
検
隊
№
1
】

　
子
ど
も
の
日
バ
ン
ザ
イ
！
キ

ャ
ン
プ
し
て
渓
流
釣
り
体
験
だ
！

と
き
　
5
月
4
日（
火
）、５
日（
水
）

参
加
費

親
子
2
人
1
組
　
1
万
円

１
人
増
え
る
ご
と
に
５
千
円
追
加

定
員
　
10
組

対
象
　
小
学
3
年
生
以
上

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４-

８
４-

２
０
１
１

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、
申
込
者
に
別
途
ご

案
内
し
ま
す
。

　
５
月
４
日
ま
で
に
「
世
界
一

の
夢
提
灯
」を
作
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
周
囲
30
㌔
の
ハ
イ

ヅ
カ
湖
を
3
万
人
の
手
と
笑
顔

を
つ
な
い
で
抱
き
し
め
る
「
抱

き
し
め
て
笑
湖
ハ
イ
ヅ
カ
」
の

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
し
た

「
専
用
の
用
紙
」（
A
４
サ
イ
ズ
）

に
夢
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
由
に

描
い
て
く
だ
さ
い
。手
紙
、絵
、書
、

写
真
、版
画
、手
形
足
形
な
ん
で

も
O
K
で
す
。
作
品
を
提
灯
に

貼
り
合
わ
せ
ま
す
。

参
加
費
　
1
枚
1
千
円

（
支
援
金
と
し
て
提
灯
の
制
作

費
に
使
用
し
ま
す
）

募
集
枚
数
　
２
０
０
枚

申
込
締
切
　
4
月
25
日（
日
）

※
資
金
不
足
の
た
め
、
支
援
金

の
み
の
募
集
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。「
世
界
一
の
夢
提
灯
」
に

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

わ
の
里
実
行
委
員
会
　
佐
々
木

鈎
０
８
２
４-

８
８-

７
０
１
６

　
「
庄
原
子
ど
も
文
学
館
短
歌

教
室
」を
５
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　
言
葉
に
思
い
を
の
せ
、四
季
折
々

の
自
然
を
詠
み
、
子
ど
も
の
感

動
す
る
心
や
観
察
す
る
心
を
育

て
ま
す
。

　
書
く
こ
と
の
好
き
な
子
ど
も

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
毎
月
第
２
土
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　

市
民
会
館
研
修
室

対
象

小
学
校
４
年
生
～
６
年
生

定
員
　
若
干
名

会
費
　
毎
月
１
千
円

申
込
締
切
　
４
月
20
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長
　
清
光
康
子

鈎
０
８
２
４-

７
２-

３
０
４
８

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

毎
年
、納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
減
免

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
1
期
の
納
期
限
は
５
月
31

日（
月
）で
す
。

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
固
定
資
産

①
生
活
の
た
め
、
公
私
の
扶
助

を
受
け
て
い
る
方
が
所
有
す
る

固
定
資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産
（
有
料
の
場
合
を

除
く
）

③
災
害
な
ど
で
著
し
く
価
値
が

減
少
し
た
固
定
資
産
な
ど

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
減
免
申
請
書

②
印
鑑

③
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る

理
由
を
証
明
す
る
書
類

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車

①
生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
。

②
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有
し
運

転
す
る
軽
自
動
車
。

③
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
方
の
た
め
に
生

計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
し
運

転
す
る
軽
自
動
車
。

④
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に

役
立
て
る
た
め
、
車
い
す
の
固

定
装
置
や
昇
降
装
置
な
ど
の
特

別
な
構
造
変
更
が
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
。

＊
自
動
車
税（
県
税
）の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
は
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
減
免
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

③
運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
車
検
証

④
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る

理
由
を
証
明
す
る
書
類

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
４
４

　
気
象
庁
で
は
、よ
り
適
切
な
、

ま
た
利
用
し
や
す
い
防
災
気
象

情
報
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、

５
月
27
日(

予
定)

か
ら
、気
象
警

報
・
注
意
報
を
市
町
村
単
位
で

発
表
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
庄
原
市
に
災
害
発

生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
、庄
原
市
を
含
む「
広

島
県
」、「
北
部
」、あ
る
い
は「
備

北
」に
対
し
て
警
報
・
注
意
報
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
月

27
日（
予
定
）か
ら
は
、「
庄
原
市
」

を
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

１
７
７
天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
は
、
市
町
単
位
で
発
表
さ

れ
て
い
る
気
象
警
報
・
注
意
報

を
簡
潔
に
、
か
つ
短
時
間
に
伝

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
名
称
で
お
知
ら
せ

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、市
町
ご
と
の
気
象
警
報
・

注
意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、
広

島
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

鈎
０
８
２-

２
２
３-

３
９
５
３

http://w
w
w
.jm

a-net.go.jp/hiroshim
a

防災情報提供センター
携帯端末用QRコード

気
象
警
報
を
市
町
ご
と
に
発
表

減
免
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

そ
　
の
　
他

え
　
こ
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春
の
風
が
心
地
よ
い
「
花
の

広
場
」
で
は
ナ
ノ
ハ
ナ
を
は
じ

め
、ビ
オ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
、チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
次
々
と
咲
き
続
け

ま
す
。
花
の
広
場
の
テ
ー
マ
は

「
か
わ
い
い
ど
う
ぶ
つ
た
ち
」
。

色
と
り
ど
り
の
花
で
、
塗
り
絵

の
よ
う
に
ど
う
ぶ
つ
た
ち
を
描

き
ま
し
た
。「
は
な
の
展
望
台
」

か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
サ
ク
ラ（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）の

見
ご
ろ
は
4
月
上
旬
。
つ
ど
い

の
里
の
サ
ク
ラ
が
見
所
で
す
。

芝
生
の
広
場
で
の
ん
び
り
と
お

花
見
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

期
間
中
の
無
料
入
園
日

5
月
2
日（
日
）、4
日（
火
）

5
日（
水
）

※
5
月
5
日（
水
）は
小
・
中
学
生

の
み
入
園
料
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
駐
車
料
金
は
別
途
必
要
で
す
。

主
な
花
の
見
ご
ろ

◎
ナ
ノ
ハ
ナ

4
月
上
旬
～
4
月
中
旬

◎
ビ
オ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー

4
月
上
旬
～
5
月
下
旬

◎
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

4
月
中
旬
～
4
月
下
旬

◎
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

4
月
中
旬
～
5
月
中
旬

◎
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

5
月
中
旬
～
6
月
上
旬

※
花
の
開
花
は
天
候
な
ど
に
よ

り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
作
り
体
験
、
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
、カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
、親
子

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
本
格
的
な「
た
た
ら
鉄
づ
く
り
」

の
実
演
も
あ
り
ま
す
。交
代
で
ふ

い
ご
を
踏
む
体
験
も
こ
こ
な
ら

で
は
の
も
の
。真
っ
赤
に
焼
け
た

鉄
の
か
た
ま
り
を
取
り
出
す「
け

ら
出
し
」も
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　
迫
力
と
い
え
ば
、
和
太
鼓
も

あ
り
ま
す
！
見
事
な
「
ば
ち
さ

ば
き
」
と
体
に
響
く
鼓
動
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

　
園
内
に
は
全
長
約
７
㌔
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
専
用
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
が
、
ご
自
分
の
自
転
車

も
持
ち
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
方
ま
で
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
４
月
1
日
か
ら
満
65
歳
以
上

の
方
の
入
園
料
金
が
２
０
０
円

に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
園
の
際

に
は
、
年
齢
（
出
生
年
月
日
）
が

分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
入
園
の
際
に
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
シ
ル
バ
ー
料

金
は
２
千
円
で
す
。

※
詳
し
く
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、《
春
ま
つ
り
》
の
チ
ラ
シ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

春
の
花
、咲
い
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、ヤ
ッ
ホ
ー
！

シ
ル
バ
ー
料
金
始
ま
り
ま
し
た
！

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

世
界
児
童
画
展

全
国
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

広
島
県
な
ぎ
な
た

選
手
権
大
会

県
　
大
　
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

N
H
K
全
国
俳
句
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

備北丘陵公園
『春まつり』開催！

備北丘陵公園
『春まつり』開催！

花も、遊びも。ピクニックで過ごそう

広
域
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

広
島
県
最
低
賃
金

●
特
選

渡
辺
　
信
弥（
東
小
2
年
）

本
田
　
優
太（
庄
原
小
3
年
）

●
入
選

高
木
　
綾
乃（
敷
信
み
の
り
保
育
所
）

平
井
　
美
安（
敷
信
み
の
り
保
育
所
）

山
脇
　
直
人（
板
橋
小
1
年
）

※
庄
原
子
ど
も
美
術
館
か
ら
出
展

●
特
選

池
上
恵
美
子（
高
町
）

●
入
選

原
　
　
博
巳（
東
本
町
）

池
上
恵
美
子（
高
町
）

竹
地
　
恵
美（
川
北
町
）

●
入
選

藤
野
　
和
恵（
川
手
町
）

田
中
　
睦
子（
東
城
町
）

●
入
選

竹
地
　
恵
美（
川
北
町
）

●
入
選

家
島
　
晶
子（
口
和
町
）

（
3
月
7
日
・
広
島
市
）

【
演
技
競
技
】

●
基
本
の
部
　
３
位

上
貝
　
真
帆（
西
城
小
1
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部（
ペ
ア
）

優
勝

久
保
　
春
喜（
西
城
小
2
年
）

久
保
　
寛
明（
西
城
小
5
年
）

【
試
合
競
技
】

●
小
学
校
低
学
年
の
部

準
優
勝

久
保
　
春
喜（
西
城
小
2
年
）

●
中
学
校
女
子
の
部
　
優
勝

森
本
真
由
子（
西
城
中
3
年
）

●
高
校
生
の
部
　
優
勝

足
立
　
朱
穂（
庄
原
実
業
高
2
年
）

N
H
K
全
国
短
歌
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

国
民
文
化
祭
俳
句
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

白
黒
式
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

口
和
郷
土
資
料
館

鈎
０
８
２
４-

８
７-

２
２
３
０

開
館
日
　
月
・
木
・
土
　
９
時
～
17
時

◎
訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
し
ょ
う
ば
ら
２
月
号
の
記
事
に
お

い
て『
…
の
高
電
圧
を
加
え
る
た
め
、大
変

危
険
で
し
た
。』と
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

『
…
の
高
電
圧
を
加
え
て
い
ま
す
。』と
訂
正

い
た
し
ま
す
。2
5
0
Ｖ
の
高
電
圧
は
、約

40
Ｖ
に
降
下
さ
せ
て
マ
イ
ク
に
加
え
て
い

る
の
で
危
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
館
の
展

示
品
は
安
全
な
も
の
を
揃
え
て
お
り
ま
す

の
で
、安
心
し
て
ご
覧
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

撮像管（真空管）：
２㎝（直径）、10㎝（長さ）

ここに像を結ぶ

大きさ：12㎝（高さ）
　　　　29㎝（横）
　　　　10.5㎝（幅）
　　　　3kg（重さ）

農
道
・
水
路
・
た
め
池
な
ど
の

維
持
管
理
記
録
を

　
日
ご
ろ
か
ら
農
業
用
施
設
の

適
正
な
維
持
管
理
を
し
て
い
た

だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
、
農
業
用
施
設
の
維
持

管
理
記
録
簿
の
整
理
も
お
願
い

し
ま
す
。

　
国
に
よ
る
農
業
用
施
設（
農
道
・

水
路
・
た
め
池
な
ど
）の
災
害
復

旧
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
点

検
記
録
簿
の
整
理
に
加
え
、
維

持
管
理
作
業
写
真
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
す

べ
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、

国
の
災
害
査
定
時
に
採
択
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
維
持
管
理
の
記
録
が
求
め

ら
れ
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
の
整

理
が
大
切
で
す
。

 

な
お
、点
検
記
録
簿
の
参
考
様

式
は
農
村
整
備
課
ま
た
は
各
支

所
環
境
建
設
室
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
村
整
備
課
耕
地
係

鈎
０
８
２
４
‐
７
３-

１
１
３
６

　
備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
は
、
広
域
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト「
備
北
の
か
が
や
き
・
春
編
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
庄

原
市
・
三
次
市
の
春
か
ら
夏
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
観
光
施
設
や

お
店
の
紹
介
な
ど
、
備
北
地
域

の
情
報
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
備
北
地
域
の
観
光
施
設
や
お

店
で
自
由
に
持
ち
帰
ら
れ
る
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
配
布

し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
覧
い
た
だ
き
、ご
家

族
や
お
友
だ
ち
と
出
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

鈎
０
８
２
４-

４
４-

３
８
５
５

　
広
島
県
最
低
賃
金
は
、
時
間

額
６
９
２
円
で
す
。

　
こ
れ
は
、
県
内
の
事
業
所
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
年
齢
・
性
別
・
雇
用

形
態（
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
）・
支
払
形
態（
月

給
・
日
給
・
時
給
な
ど
）
の
別
を

問
い
ま
せ
ん
。

　
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
広
島
県
最
低
賃

金
よ
り
も
金
額
の
高
い
産
業
別

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
者
も
労
働
者
も
、
最
低

賃
金
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

広
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

鈎
０
８
２-

２
２
１-

９
２
４
４

三
次
労
働
基
準
監
督
署

鈎
０
８
２
４-

６
２-

２
１
０
４

　
こ
れ
は
昭
和
43
年
ご
ろ
に
ソ
ニ

ー
（
株
）
で
製
造
さ
れ
た
「
白
黒
式

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
」
で
す
。
撮
像
（
写

真
フ
ィ
ル
ム
に
相
当
）
に
は
写
真

に
あ
る
小
型
の
撮
像
管
を
使
い
、

電
源
は
交
流
1
0
0
Ｖ
を
使
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
に
比
べ
格
段
に
小
型
化
さ
れ
ま
し

た
が
、操
作
の
難
し
さ
や
専
用
の
モ

ニ
タ
ー
用
の
テ
レ
ビ
が
必
要
な
た
め
、

主
に
学
校
や
会
社
な
ど
の
業
務
用
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

機
器
が
小
型
軽
量
化
し
、ポ
ー
タ
ブ

ル
型
と
し
て
屋
外
で
も
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
は
、
レ
ン
ズ
か

ら
入
っ
た
画
像
（
光
）
を
撮
像
管

（
真
空
管
）
で
電
気
信
号
に
変
え
、

画
像
を
取
り
出
し
ま
す
。
１
９
２

４
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
円
盤
を
回
す

機
械
的
な
方
法
に
よ
る
静
止
画

像
の
送
像
と
受
像
実
験
に
初
め

て
成
功
し
、
日
本
で
は
1
9
2
6

年
12
月
に
、
高
柳
健
次
郎
氏
が
世

界
で
初
め
て
現
在
の
「
ブ
ラ
ウ
ン

管
方
式
」で
、カ
タ
カ
ナ
の「
イ
」の

字
の
受
像
（
送
像
は
機
械
式
に
よ

る
）実
験
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
撮
像
素
子
の
進
歩
に

よ
っ
て
画
質
や
感
度
も
向
上
し
、

真
空
管
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
や
Ｉ

Ｃ
を
使
う
事
に
よ
り
、
高
性
能
か

つ
小
型
化
が
進
み
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
半
導

体
へ
と
変
わ
っ
て
更
に
小
型
化
し
、

高
画
質
な
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
方
式
の

カ
メ
ラ
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
一
体
型
の
も
の

が
、
家
庭
で
も
手
軽
に
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
で

日
本
製
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
多
く

使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、

日
本
製
の
放
送
用
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

～期間中は毎日開園！～

4月8日（木）～5月9日（日）
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

浜田昭法の洋画（広島二科同人会）
とき　５月８日（土）～10日（月）
　　　10時～17時

　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　鈎0824-73-1178
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込みください。使
用料はいりません。

　春は異動の季節です。「広報しょうばら」の編集を
4年間担当させていただきましたが、人事異動によ
り今月号が最後となりました。広報取材では、多く
の出会いや感動があり、いつも刺激を受けながら楽
しく仕事ができました。お忙しい中、広報紙づくり
にご協力いただいた皆さん、そして読者の皆さん、
本当にありがとうございました。引き続き「広報し
ょうばら」をよろしくお願いします。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市

★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

５
月

《と　き》　５月９日（日）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。

４月・５月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

4月11日（日）

18日（日）

25日（日）

29日（木）

5月２日（日）

３日（月）

４日（火）

５日（水）

９日（日）

河本医院

笠間医院

田渕医院

藤野医院

庄原赤十字病院

毛利医院

戸谷医院

児玉医院

林医院

鈎0824-75-0311

鈎0824-72-0535

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-4646

鈎0824-72-3111

鈎0824-72-2863

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-0147

鈎0824-72-0121

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成22年２月末日現在

ランドセルの色は何色？
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課庶務係

女性児童課

糸

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

４月
28日（水）

県立広島大学
庄原キャンパス

11時30分～15時

◎と　き　５月８日（土）　９時～12時
◎ところ　口和支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

ゆめさくら講座

○かずら教室

～かずらで花台づくり～

とき　４月16日（金）

　　　朝の部　９時30分～12時

　　　昼の部　13時～15時

参加費　1,800円　定員　各10人

○癒しの空間づくりKouza

～大きな苔玉づくり～

とき　４月23日（金）

　　　朝の部　10時30分～12時30分

　　　昼の部　13時30分～15時30分

参加費　1,500円　定員　各15人

○草木染め教室

～Tシャツ染め～

とき　４月26日（月）

　　　朝の部　９時～12時

　　　昼の部　13時30分～15時30分

参加費　3,900円　定員　各10人

申込締切　４月16日（金）

○郷土料理教室

～初夏の山菜を味わおう～

とき　5月13日（木）10時～14時

参加費　1,500円　定員　30人

展示

○手仕事　里山のさくらと福朗展

期間　3月26日（金）～4月18日（日）

○三村　青楓展

～春の山野草の寄せ植え～

ミニ教室あり

期間　５月14日（金）～16日（日）

4月11日（日）

18日（日）

25日（日）

29日（木）

5月２日（日）

３日（月）

４日（火）

５日（水）

９日（日）

東城病院

瀬尾医院

こぶしの里病院

細川医院

東城病院

こぶしの里病院

三上クリニック

日伝医院

東城病院

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-0023

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-0054

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-5255

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-2180

鈎08477-2-2150

【４～５月のイベント情報】●住民基本台帳登載人口
　人口　41,039人（前年比－581人）
　男　　19,468人（前年比－275人）
　女　　21,571人（前年比－306人）
　世帯数　16,045世帯（前年比－7世帯）

【各地域の内訳】
　庄原地域　19,508人（7,741世帯）
　西城地域　　4,306人（1,579世帯）
　東城地域　　9,325人（3,815世帯）
　口和地域　　2,341人（849世帯）
　高野地域　　2,161人（705世帯）
　比和地域　　1,732人（665世帯）
　総領地域　　1,666人（691世帯）
●外国人登録人口
　人口　320人（前年比＋1人）

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
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毎月第２水曜日
４月14日、５月12日

毎月第１～第４火曜日
４月13日・20日・27日
５月11日･18日･25日

毎月第１・第３木曜日
４月15日、５月６日･20日

毎月第１・第３木曜日
４月15日、５月６日･20日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第４木曜日
４月22日、５月27日

毎月第４木曜日
４月22日、５月27日

毎月第４木曜日
４月22日、５月27日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

【お詫びと訂正】
広報しょうばら3月号11ページの「さとバスツアー
ガイド募集」のインタビュー記事で、帝釈理科講習
会の主催に誤りがありました。正しくは、帝釈理科
講習会実施委員会です。訂正し、お詫び申し上げます。

【お詫びと訂正】
広報しょうばら3月号の市民ギャラリー「アート多愛夢」のイベント記
事で、誤りがありました。正しくは次のとおりです。訂正し、お詫び申
し上げます。
「楽しく遊ぶキルト」展示即売
とき　４月８日（木）～10日（土）

※庄原地域の５月４日は、祝日のため定期収集がありません。

　４月は、新しい生活が始まる季節です。
　大きなランドセルを背負った、ピカピカの１年生を見か
ける頃になりました。
　昔は赤と黒しかなかったランドセル。最近は、２４色のバ
リエーションなど、とてもカラフルでびっくりします。それ
でも、女の子は赤やピンク、男の子は黒や青のランドセルが
多いのではないでしょうか。
　「女の子だから」「男の子だから」
ではなく、本当に好きな色を選べ
たらいいですね。
　もしあなたが今小学校１年生だ
ったら、何色のランドセルを選び
ますか？




